
【2020年度（令和2年度）医学部業績集】 

 

1. 医学部医学科教育 

2019年12 月に中国・湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症（COVID-19）

は、ヒト-ヒト感染によって流行が広がり、世界的な大流行（パンデミック）となった。

このパンデミックは、医療現場のみならず。医学科教育にも大きな影響を与えた。他大

学ではキャンパス内におけるクラスターが報告されたこともあり、教室の収容人数が大

幅に抑制された。それに伴い、多くの講義がオンラインになり、学生と対面する機会が

減少した。同様に、学生同士が顔を合わせる機会も減少した。学生の顔を見ることがで

きない講義形態は、理解度や到達度を把握しにくい。自宅のインターネット環境が整っ

ていないため、聴講が難しい学生もおり、ネット環境の整備も必要である。独りでオン

ライン講義を視聴すると向学心が高まらず、うつ状態になることもある。対面形式の授

業の大切さを実感した。一方、オンデマンド型にすると何度でも確認できるメリットも

ある。今後はオンライン講義も上手に活用していきたい。 

実習の面白さや難しさは対面形式でしか、学ぶことはできない。基礎実習に関しては、

感染対策の徹底をお願いして、縮小しながらも実施することができた。 

 臨床実習は、病院内で実施するため、さらなる工夫が必要であった。実習の方法は診

療科で様々であり、担当者から聞き取り調査を行い、安全・安心な実習内容を計画した。

しかしながら、3密を避けるためには人数制限を行わざるを得ず、十分な臨床実習がで

きなかったことは残念であった。加えて、感染拡大期は関連施設での学生実習が不可と

なり、数か月間はオンライン実習を併用することになった。縫合セットなどを学生に送

るなどの対応をした教室もあり、学生の評判も高かった。 

医師国家試験：新卒者は116名受験し、110名合格し、合格率は94.8%と全国平均（94.4%）

と同程度であった。既卒者は9人受験し5人合格し、新卒と既卒の合格率は92％であった。

国立大学では43校中24位であり、昨年（16位）に比べるとやや低いものの例年よりは良

い結果であった。最近の取り組みである ①卒業試験問題を新作やオリジナリティが高

いものにする、②合格基準も厳しくして学生の理解度を深める等は、奏効している。し

かしながら、勉強部屋の使用やメンターによる介入は新型コロナウイルス感染対策のた

め、かなりの制限があった。勉強部屋での集団学習とメンターの配置、成績下位者への

個人指導は有効であり、コロナ禍の中でも可能な限り実施したい。 

（2020年度 医学部長:前村浩二、教務委員長:栁原克紀、学生委員長:三浦清徳、入試委

員長:池松和哉） 

 

A. 教養教育 

自ら学び、考え、主張し、行動する素養の涵養を目指し教養教育改革が進められてい

る。課題となっているテーマのもとに集められた授業科目群の中から興味のあるモジュ

ールを選び、主体的に学習し、そのテーマに関する多面的な見方、考え方を身につける。 

 

  



B. 専門教育 

医学教育の国際化を進めるために、コミュニケーション力を高める科目

「Communication Skill in English」を、2016年度から導入している。今後は外国人患

者を診療する機会も増えることから、英語でもある程度の診療ができることが求められ

る。この科目は、賛否両論ある医学的問題についてディスカッションする。英語で自分

の意見を述べ議論できることを目標としている。3年前期に開講する基礎医学TBL（Team 

based leaning）は、①実際の症例から問題点を抽出し、基礎医学全般の知識を使える

ものにするために知識の整理を行う。②グループ内で情報を共有しながら協力して学習

し、チームワーク医療における個人の役割を理解する。ものであり、学生が得るものも

大きい。 

3年後期のリサーチセミナー（基礎教室への配属）においては、リサーチマインドを

涵養するものである。毎年10-15名程度が海外の大学を選択し、研究に取り組んでいる。

5-6年生には、海外で1-2か月のクリニカルクラークシップ（高次臨床実習）をできる機

会を設けている。これらの施設数および派遣学生の増加を進めている。2019年度のリサ

ーチセミナー及びクリニカルクラークシップでは、ライデン大学（オランダ）、ビュル

ツブルク大学（ドイツ）、ゴメリ大学・ベラルーシ大学（ベラルーシ）、アンジェ大学（フ

ランス）、ナント大学（フランス）、トレント大学（イタリア）、ミシガン州立大学（米

国）、ハーリム大学校（韓国）、プサン大学校（韓国）、慶尚大学校（韓国）、チュラロン

コン大学（タイ）、シンガポール国立大学（シンガポール）に、では、計34名を派遣し

た。しかしながら、新型コロナウイルス感染拡大のため、2020年度のリサーチセミナー

およびクリニカルクラークシップについては、全ての海外実習を中止することとなった。

一刻もはやく収束し、再開できることを祈っている。長崎大学や医学部医学科のKPI（Key 

Performance Indicator：重要業績評価指標）としても、海外での実習は大きなウェイ

トを占めている。国際的に活躍できる医師を養成できるように、国際化を推進したい。 

（文責:医学部医学科 教務委員長 栁原克紀） 

 


























